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Q1  あなたの性別を教えてください。【１つに〇】 

１．男性 ２．女性 ３．その他 

 

Q2  あなたの年齢を教えてください。【１つに〇】 

 

Q3  あなたがお住まいになっている地区はどこですか。【１つに〇】 

 

Q4  あなたの職業は、次のどれですか。【１つに〇】 

 

Q5  あなたには、配偶者がいますか。【１つに〇】 

１．配偶者がいる 
２．配偶者がいたが離別・ 

死別した→問1-1へ 
３．配偶者はいない→問1-1へ 

 

【Q５で「１．配偶者がいる」とお答えの方にお聞きします。】 

Q6  あなたと配偶者の就業の状況はどのようになっていますか。【１つに〇】 

 

  

１．１０代 ２．２０代 ３．３０代 ４．４０代 

５．５０代 ６．６０代 ７．７０代 ８．８０歳以上 

１．大門地区 ２．塩尻東地区 ３．片丘地区 ４．広丘地区 

５．高出地区 ６．吉田地区 ７．洗馬地区 ８．宗賀地区 

９．北小野地区 10．楢川地区   

１．自営業（家族従事者も含む） ２．会社・団体役員 

３．正規社員・正規職員 ４．非正規社員・職員（常勤）  

５．パート・アルバイト（非常勤） ６．家事専業 

７．無職 ８．学生 

９．その他（                                ） 

１．ともに働いている ２．自分だけが働いていて、配偶者は働いていない 

３．配偶者は働いていて自分は働いていない ４．いずれも働いていない 

あなたご自身（ご回答者）についておたずねします 

 

 

 

 

男女共同参画に関する市民アンケート 
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Ⅰ 性別役割分担意識や家庭内の役割分担について 

 

問１-１  「男は仕事、女は家庭」といった性別によって男女の役割を固定する考え方がありますが、 

   あなたはどう思いますか。【１つに〇】 

１．賛成する ２．どちらかといえば賛成する 

３．どちらかといえば反対する ４．反対する 

５．わからない  

 

問１-２  あなたは、次に示す場やルールなどについて、一般的に、男女のいずれかが優遇されている 

と思いますか。【それぞれ１つに〇】 
 

男性の方が

優遇されて 

いる 

どちらかと 

いえば男性

の方が優遇 

されている 

男女平等 

である 

どちらかと 

いえば女性

の方が優遇 

されている 

女性の方が

優遇されて 

いる 

わからない 

① 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 地域活動（自治会やPTA等） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 法律や制度の上 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 社会通念・慣習・しきたりなど １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧ 社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問１-３  現在のあなたの家族構成は、次のどれですか。【１つに〇】 

 

問１-４  現在のあなたが同居している家族には、男性、女性ともに含まれていますか。【１つに〇】 

 

 

 

 

  

１．ひとり暮らし ２．配偶者とふたり暮らし（一世代同居） 

３．親と子ども（二世代同居） ４．親と子どもと孫（三世代同居） 

５．その他（                                ） 

１．男性と女性の両方が含まれている →問1-5へ 

２．男性か女性のいずれかしかいない →問2-1へ 

様々な場における男女共同参画への意識や考え方等についておたずねします 
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【問１-４で「１．男性と女性の両方が含まれている」とお答えの方にお聞きします。】 

問１-５  あなたの家庭における家庭内の役割分担について、「現状」はどのようになっていますか。 

【それぞれ１つに〇】 
 男性が 

担当 

主に男性

が担当 

どちらも 

ほぼ同等 

主に女性

が担当 

女性が 

担当 
していない 

① 収入を得ること １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 食事の準備と片付け １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 日常生活に必要な買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 地域活動への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 子育て・学校などの行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問１-６  家庭内の役割分担について、あなたご自身は、どのような「理想」をお持ちですか。 

【それぞれ１つに〇】 
 男性が 

担当 

主に男性

が担当 

どちらも 

ほぼ同等 

主に女性

が担当 

女性が 

担当 
わからない 

① 収入を得ること １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 掃除・洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 食事の準備と片付け １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 日常生活に必要な買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤ 地域活動への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥ 子育て・学校などの行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ 介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

Ⅱ 職場と家庭の両立について 

 

問２-１  あなたは、一般的に職場の中で男性と女性の待遇に差があると思いますか。【１つに〇】 

１．そう思う ２．そう思わない→問2-3へ ３．わからない→問2-3へ 

 

【問２-１で「１．そう思う」とお答えの方にお聞きします。】 

問２-２  職場の中で男性と女性の待遇に差があると思う分野は次のうちどれですか。 

  【あてはまるものすべてに〇】 

１．賃金 ２．昇進 ３．仕事内容 

４．重要役職への登用 ５．教育機会 ６．結婚や出産による退職の慣例 

７．育児休業の取得 ８．その他（                         ） 



 4 

問２-３  子育て・介護・家事などにより、希望する仕事で働き続けていくことが難しくなる場合が 

あります。希望する仕事で、できるだけ継続して働けるようにするために、あなたは、特に 

どのような取組が必要だと思いますか。【あてはまるもの３つに〇】 

１．家族や配偶者の家事・子育て・介護への参加・協力 

２．育児・介護のための休暇・休業を取りやすい職場環境 

３．労働時間の短縮 

４．短時間勤務、在宅勤務やフレックスタイム（時差通勤）の普及 

５．リモートワークやワーケーションなど多様な働き方ができること 

６．保育施設やサービス（一時保育、病児保育など）の充実 

７．介護施設やサービス（デイサービス、配食サービスなど）の充実 

８．その他（                                 ） 

９．わからない 

 

問２-４  国では、仕事と子育て・介護の両立支援として、条件に当てはまる人であれば性別に関わら 

ず活用でき、休業中の保証がある「育児休業制度」や「介護休業制度」を設けています。あ 

なたは、次にあげる制度を知っていますか。また利用したことがありますか。 

【それぞれ１つに〇】 
 

知っており、 

利用したことがある 

知っており、 

利用したかったが、 

利用できなかった 

知っているが、 

不要なので 

利用したことはない 

知らなかった 

① 「育児休業制度」（働く男女が

原則１歳未満の子どもを養育

するために休業できる制度） 

１ ２ ３ ４ 

② 「介護休業制度」（働く男女が

家族を介護するために休業で

きる制度） 

１ ２ ３ ４ 

 

問２-５  女性が分担する機会が多い家事・子育て・介護等に、男性が積極的に協力していくために 

は、あなたはどのようなことが重要だと思いますか。【あてはまるもの３つに〇】 

１．男性が家事・育児などに協力することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと 

２．男性が家事・育児などに協力することに対する女性の抵抗感をなくすこと 

３．夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること 

４．年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること 

５．社会の中で男性が家事・育児などに参画することへの評価を高めること 

６．男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること 

７．労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴ(情報通信技術)を利用した多様な働き方を普及するこ

とで、男性が仕事以外の時間をより多く持てるようにすること 

８．男性の家事・育児などについて、啓発や情報提供、相談窓口の設置、技能の研修を行うこと 

９．男性が家事・育児などを行うための仲間(ネットワーク)作りを進めること 

10．その他（                                 ） 

1１．特に必要なことはない 
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Ⅲ 地域活動における参画状況について 

 

問３-１  あなたの地域において、地域活動（自治会・公民館・ＰＴＡなどの活動）の男女の参画状況 

にあてはまるものを選んでください。【あてはまるものすべてに〇】 

１．地域の役員は男性が就任するとの意識が強い 

２．世帯で選出の役員は世帯主が多く、世帯主は男性が多いため男性の役員が多い 

３．名簿上は男性が役員になっているが、実際は女性（配偶者など）が活動している 

４．女性が表に出るべきでないという雰囲気がある 

５．男性が女性に比べて役員に就きたがらない 

６．女性が男性に比べて役員に就きたがらない 

７．活動の準備や片付けなどは女性役員が行う慣行がある 

８．団体によっては代表には男性が就き、副代表などは女性が就く慣行がある 

９．その他（                                 ） 

10．わからない 

 

問３-２  地域活動（自治会・公民館・ＰＴＡなどの活動）において、女性役員が増えていくために必 

要だと思うことは何ですか。【あてはまるものすべてに〇】 

１．女性の意識啓発のための研修 ２．男性の意識啓発のための研修 

３．地域役員の業務の負担軽減 ４．家族の理解と協力 

５．地域での支援体制の確立 ６．地域で開催する男女共同参画についての研修 

７．役職に占める女性の割合の目標値の設定 
８．男女共同参画を推進した団体や個人の表彰と 

広報での周知 

９．その他（               ） 10．特に必要なことはない 

 

問３-３  地域活動（自治会・公民館・ＰＴＡなどの活動）における政策決定の場に女性が増えること 

で何を期待しますか。【あてはまるもの２つに〇】  

１．地域活動が身近になる             

２．男性中心の考え方に変化が生じる 

３．男女平等や男女共同参画社会に向けての施策が推進される 

４．女性が持つ意見や発想が生かされる 

５．男女問わず暮らしやすい地域になる 

６．その他（                                 ） 

７．わからない 
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Ⅳ 誰もが自分らしく生きるための権利について 

 

問４-１  性別は、法律上の性別と自分自身の認識が異なることもあり、性のあり方は様々です。 

性的マイノリティ（性的少数者）を表す総称のひとつとしてLGBTQという言葉がありま 

すが、あなたはこの言葉を知っていますか。【１つに〇】 

１．知っている ２．言葉は聞いたことがある ３．知らない 

 

問４-２  ある集団や地域において、その構成員が、年齢・性別・言語・人種・宗教・趣味などにおい 

て異なる特性をもっていることを「多様性がある（ダイバーシティ）」と表現します。塩尻 

市では、誰もが生きやすいまちだと思いますか。【１つに〇】 

１．そう思う ２．そう思わない ３．わからない 

 

問４-３  各地の自治体で、同性同士のカップルを認め、証明書を発行することで、家族として扱って 

もらえるなどの一定の権利を認めようとする「同性パートナーシップ認定制度」が始まって 

います。あなたはこの制度を各自治体でつくることに対してどう思いますか。【１つに〇】 

１．制度をつくるべきだ ２．制度はいらない ３．わからない 

 

 

Ⅴ 性別間における暴力について 

 

問５-１  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は、配偶者など（恋人を含む）の相手からの暴力  

（身体的、精神的・経済的など）のことをいいます。あなたはこの言葉を知っていますか。 

【１つに〇】 

１．知っている ２．言葉は聞いたことがある ３．知らない 

問５-２  デートＤＶとは、一般的に高校生や大学生などの若い親密な関係にある男女の間でおこる暴 

力（身体的、精神的・経済的など）のことをいいます。あなたはこの言葉を知っています 

か。【１つに〇】 

１．知っている ２．言葉は聞いたことがある ３．知らない 

 

問５-３  配偶者などからの、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）が問題となっていますが、あな 

たにあてはまるものを選んでください。【あてはまるものすべてに〇】 

１．暴力を受けたことがある ２．身近な人が暴力を受けたことがある 

３．暴力について身近な人から相談を受けたことがある ４．身近な人が暴力をふるったのを見たことがある 

５．その他（                                 ）→問5-5へ 

６．あてはまるものはない →問5-5へ 
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【問５-３で「１～４ 暴力を受けた、相談を受けた、ふるったのを見た」とお答えの方にお聞きします。】 

問５-４  どのような対応を取りましたか。【あてはまるものすべてに〇】 

１．公的機関（警察や暴力相談センター）、民間機関（弁護士会、女性シェルターネットなど）、医師などの 

専門機関に相談した 

２．親族・友人・知人などに相談した 

３．民生児童委員に相談した 

４．被害者に公的機関（警察や暴力相談センター）などに相談するように勧めた 

５．その他（                                 ） 

６．なにもしなかった 

 

問５-５  ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の対策として、どのような取組が必要だと思います 

か。【あてはまるもの３つに〇】 

１．被害者が安心して相談やカウンセリングができる窓口の充実 

２．被害者が一時的に避難できる場所の整備 

３．被害者の相談にあたる担当者の研修 

４．被害者を支援する市民団体と関係機関などの連携の強化 

５．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する学校での啓発活動の実施 

６．早期発見・支援に向けた市民への情報提供や相談窓口の周知 

７．暴力の再発を防ぐための加害者に対するカウンセリングなどの実施 

８．その他（                                       ） 

９．特に対策の必要はない 

 

 

Ⅵ 男女共同参画社会の方向性について 

 

問６-１  あなたが考える塩尻市の「男女共同参画社会」とはどのような社会ですか。あなたの理想に 

近いものを選んでください。【あてはまるもの３つに〇】 

１．男女ともに仕事と生活の調和がとれている社会 

２．法律や制度の上で男女の差がない社会 

３．男女が責任を分かち合い、性別にかかわりなく個性と能力を発揮することができる社会 

４．男女を取り巻く偏見や昔からの決まり、慣習、しきたりなどが解消された社会 

５．誰もが自分の生き方を自身で設計・実現でき、一人ひとりが自立した豊かで活力のある社会 

６．行政機関の重要な役職や企業の管理職などに一定の割合で女性が就任している社会 

７．男女問わず新たなアイディアやいろいろな考え方が生かされる社会 

８．その他（                             ） 
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問６-２  男女共同参画社会の形成を推進するために、塩尻市が取り組む必要があると考えることは何 

ですか。【あてはまるもの３つに〇】 

１．社会教育において男女共同参画社会に関する学習機会を充実すること 

２．男女共同参画に関する情報の提供や啓発をすること 

３．学校教育における男女平等教育を推進すること 

４．家事・育児・介護などのための公的支援制度の整備 

５．市の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用すること 

６．民間企業・団体などの管理職に女性の登用が進むよう支援すること 

７．暴力を根絶するための取組を進めること 

８．生き方や悩みに関する相談の場を提供すること 

９．その他（                                ） 

10．特になし  

 

 

Ⅶ さいごに 

 

問７-１  男女共同参画社会について、ご意見・ご要望がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートへのご協力、ありがとうございました。 
返送前に今一度、記入漏れ等がないかご確認いただき、同封の返信用封筒に入れ、 

８月３１日（水）までにポストに投函してください（切手は不要です） 


